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学習用パソコンの活用状況について

資料１

令和５年８月８日
第１回神戸市総合教育会議
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ＧＩＧＡスクール構想

１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特
別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たち一人一人に個別最適化され、
資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境を実現する

これまでの我が国の教育実践と最先端のICTのベストミックスを図り、教師・児童
生徒の力を最大限に引き出す

全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
実現に向けて、学習用パソコンをはじめとしたＩＣＴを最大限活用すること
で、情報活用能力の育成とともに新たな「学び方」の定着を図る
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学習用パソコン導入の概要

導入時期
令和２年11月（小６・中３）～令和３年２月（他学年）

導入台数
12万台（予備機含む）

導入経費
113 億円 【内訳】国庫補助 33億円、一般財源 80億円

（※うち交付金36億円）

学習用パソコンの種類
Windowsパソコン（キーボード脱着式）
（※特別支援学校のみiPad）
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学習用パソコンの活用事例

カメラ機能の活用 説明・共有資料作成
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学習用パソコンの活用事例

ノートの代用 オンライン交流グループでの
共同編集
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学習用パソコンの活用に向けた取組み

 神戸GIGA授業づくり通信（R3～）
学校向けに、実践例や活用に向けたアドバイスなどを発信（～R5.7月で77号）

 支援員の配置（R3～）
端末操作の支援や年度替わりに伴う端末動作の確認・準備等を行う支援員を配置

コロナ禍でのオンライン学習支援（R3～）
学校支援 ：オンラインによる学習計画モデルの提示

Microsoft Teamsのマニュアルの提示、個別訪問による支援や研修の実施
保護者支援：「学習用パソコンにおける操作等のQ&A集」の配布
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学習用パソコンの活用に向けた取組み

 授業の実践例の共有（R4～）
学習用パソコンを活用した事例を教員用ポータルサイト（KOBEX）に掲載

 個別の支援や指導の強化（R4 2学期～）
活用が進んでいない学校に対して、事務局が個別に支援・指導

 「学習用パソコンを活用した情報活用能力の体系表」の作成（R4～）
校種、学年ごとに学習用パソコンの具体的な活用方法をまとめて体系表として提示

 授業パッケージの開発（R5～）
学習のまとまりごとに学習計画案、毎時間の指導案、資料や解説動画、ワークシート、評価
方法などのコンテンツをパッケージ化
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授業での学習用パソコンの活用状況

（全国学力・学習状況調査より）

前年度までに、一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を授業で
どの程度活用しましたか。（小学校・学校回答）

【Ｒ４年度調査】 【Ｒ５年度調査】
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授業での学習用パソコンの活用状況

（全国学力・学習状況調査より）

５年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
どの程度使用しましたか。（小学校・児童回答）

【Ｒ４年度調査】 【Ｒ５年度調査】
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授業での学習用パソコンの活用状況

（全国学力・学習状況調査より）

前年度までに、一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を授業で
どの程度活用しましたか。（中学校・学校回答）

【Ｒ４年度調査】 【Ｒ５年度調査】
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授業での学習用パソコンの活用状況

（全国学力・学習状況調査より）

１・２年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
どの程度使用しましたか。（中学校・生徒回答）

【Ｒ４年度調査】 【Ｒ５年度調査】
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授業での学習用パソコンの活用状況

小学校（全国平均62.4%）

全国平均以上 ： 34校／163校
20%～全国平均未満：122校／163校
20%未満 ： 7校／163校

週３回以上活用していると回答した児童生徒の割合（％）

５年生（１・２年生）までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
どの程度使用しましたか。（児童生徒回答）

中学校（全国平均61.1%）

全国平均以上 ：23校／82校
20%～全国平均未満：41校／82校
20%未満 ：18校／82校
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家庭での学習用パソコンの活用状況

（全国学力・学習状況調査より）

児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を、
どの程度家庭で利用できるようにしていますか（小学校・学校回答）

【Ｒ４年度調査】 【Ｒ５年度調査】
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家庭での学習用パソコンの活用状況

（全国学力・学習状況調査より）

生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を、
どの程度家庭で利用できるようにしていますか（中学校・学校回答）

【Ｒ４年度調査】 【Ｒ５年度調査】
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課題

 授業での活用
授業での活用率が向上しておらず、要因・理由をしっかりと把握する必要がある。

 学校間の格差
学校間で大きな差がある。

管理職の意識の差や推進するスキルのある教員の有無が原因の一つとして考えられる。

 教員の授業・指導に対する意識
協働的な学びの場面において活用が進んでいないことから、これまで培ってきた授業スタイルを

変えられていないと思われる。

 家庭での活用
持ち帰らせる場合は適切な課題を与え、効果的に活用する必要がある。
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 PTを設置し、課題の原因分析と対応策の検討

 活用率の低い学校への個別指導

 全校長に向けた訓示・学習用パソコンの活用事例の研修

課題解決に向けて
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（参考）生成AIについて

文部科学省通知（令和５年７月４日）

・生成ＡＩの仕組みを理解し、使いこなすための力を育てていく姿勢は重要であるが、
様々な懸念があることも踏まえ、活用にあたっては、児童生徒の発達の段階を十分に
考慮する必要がある。

・現時点では限定的な利用から始めることが適切である。
（パイロット的な取り組み）

・学校外で使われる可能性を踏まえ、全ての学校で、
情報活用能力を育む教育活動を一層充実させる必要がある。

・教員のＡＩリテラシー向上や働き方改革につながる取り組みの推進が必要である。
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（参考）生成AIについて

神戸市教育委員会通知（令和５年７月14日） ※学習用パソコンでの利用は不可

＜児童生徒向け＞
文科省通知に基づき、長期休業中における生成 AI の利用に関して指導を実施

＜保護者向け＞
生成AIの利用に関する留意点をお知らせ

今後の動き

＜高等学校＞
パイロット校において試行実施

＜小・中学校＞
使用は当面見合わせ
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（参考）学習用パソコンを活用した情報活用能力の育成


